
要 望 事 項 

会派名 無会派 森 順                

事 業 名 内 容 説 明 

家庭での育児を選択する

世帯への支援事業 

本市ではこれまで、３歳児以上の保育料無償化に加え、第２子以降の保育料無償化（令和６年４月～）、第１子保育料

半額（令和８年４月～）など、「預ける子育て」への支援を着実に進めてきた一方、家庭での育児を選択する世帯への

支援は限定的である。 

本事業は、まず在宅育児家庭を対象としたアンケート調査によりニーズ・実態を把握した上で、本市独自のデジタル

地域通貨「富士山Ｇコイン」を活用した経済的支援を実施するものである。育児用品購入や産後ケア、一時預かり等

に用途を限定した給付とすることで、保育を利用する世帯との公平性を確保しつつ、乳幼児期の愛着形成を後押しし、

家庭での育児を選択する世帯への支援と地域内消費を促す地域振興策を同時に実現する。 

 

 

 


